
３
－
第
三
十
九
回
み
な
と
祭
国
際
仮
装
行
列
。

神
奈
川
朝
鮮
学
園
等
七
団
体
初
参
加
。
７
－
市

長
、
山
梨
県
庁
に
天
野
知
事
を
訪
問
。
道
志
村

ゴ
ル
フ
場
計
画
の
水
質
保
全
要
請
。
８
‐
泉
公

会
堂
開
館
記
念
式
典
。
▽
神
奈
川
県
駐
車
場
対

策
協
議
会
発
足
。
1
0
－
市
会
五
月
定
例
会
開
会

（
～
2
4
）
。
議
長
・
鈴
木
正
之
氏
、
副
議
長
・

佐
野
弘
氏
。
1
1
－
栄
公
会
堂
・
栄
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
落
成
記
念
式
典
。
1
2
‐
市
、
「
看
護
の

日
」
に
高
校
生
の
「
一
日
看
護
婦
体
験
」
、

「
看
護
婦
進
路
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
等
実
施
。
1
3
－

市
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害

に
一
万
＄
の
救
援
金
、
大
使
館
に
持
参
。
1
5
－

市
、
職
員
採
用
試
験
改
革
発
表
。
記
述
式
か
ら
、

択
一
式
へ
。
合
格
発
表
日
繰
り
上
げ
等
。
1
6
－

市
、
「
公
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
く
公
開
請
求
、
二
年
度
百
九
十
二
件
。
2
0
－

野
毛
山
動
物
園
再
整
備
検
討
委
員
会
、
市
長
に

答
申
。
動
物
園
の
移
転
と
、
跡
地
の
庭
園
等
へ

の
整
備
。
2
1
－
全
国
港
別
輸
出
入
額
統
計
に
よ

る
と
、
横
浜
港
は
、
第
三
位
。
一
位
成
田
空
港
、

二
位
神
戸
港
。
2
3
－
上
大
岡
駅
西
口
地
区
・
駅

前
地
区
再
開
発
事
業
計
画
、
県
認
可
。
2
4
‐
市

会
本
会
議
、
馬
場
貞
夫
助
役
、
根
本
和
夫
収
入

役
選
任
同
意
。
2
5
－
港
の
見
え
る
丘
公
園
内
の

バ
ラ
園
開
園
。
▽
市
等
主
催
「
芸
術
が
都
市
を

開
く
－
フ
ラ
ン
ス
の
芸
術
と
都
市
計
画
」
展

（
～
６
＼
1
0
）
ヨ
コ
ハ
マ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
で

開
催
。
2
7
－
横
浜
銀
行
三
月
期
決
算
に
よ
る
と
、

経
常
利
益
で
地
方
銀
行
二
位
。
一
位
静
岡
銀
行
。

１
‐
国
税
庁
、
高
額
納
税
者
十
七
万

二
千
二
百
四
十
一
人
発
表
。
一
位
斉

藤
了
英
大
昭
和
製
紙
名
誉
会
長
、
三

十
一
億
二
千
八
百
四
十
四
万
円
。
▽

第
六
十
二
回
メ
ー
デ
ー
。
全
国
一
千

五
百
ヵ
所
、
三
百
六
十
万
人
参
加
。

連
合
三
百
二
十
万
人
、
反
連
合
四
十

万
人
。
３
－
法
務
省
二
年
度
出
入
国

者
統
計
発
表
。
出
国
一
千
九
十
九
万

七
千
四
百
三
十
一
人
で
、
前
年
比
一

三
・
八
％
増
。
４
－
総
務
庁
の
十
五

歳
未
満
子
供
の
人
口
調
査
に
よ
る
と
、

四
月
一
日
現
在
二
千
二
百
十
五
万
人
、

総
人
口
比
一
七
・
九
％
。
前
年
比
〇
・

六
ポ
イ
ン
ト
減
。
６
－
名
尾
良
孝
参

議
院
議
員
自
殺
（
7
4
）
。
▽
※
日
本

青
少
年
研
究
所
の
日
米
高
校
生
読
書

調
査
に
よ
る
と
、
「
漫
画
好
き
」
日

本
九
五
％
、
米
二
五
％
。
８
－
衆
・

参
両
院
本
会
議
、
消
言
祝
法
改
正
案
、

育
児
休
業
法
案
、
大
規
模
小
売
店
舗

法
等
可
決
、
閉
幕
。
▽
労
働
省
二
年

度
一
人
当
た
り
総
労
働
時
間
二
千
四

十
四
時
間
で
、
前
年
比
三
十
二
時
間

減
。
▽
自
治
省
、
二
年
四
月
一
日
現

在
の
地
方
公
務
員
給
与
水
準
発
表
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
一
〇
二
・
八
で

前
年
比
○
・
ニ
ポ
イ
ン
ト
減
。
９
－

第
四
回
ル
ー
ト
２
４
６
道
路
圏
サ
ミ
ッ

ト
、
厚
木
市
で
開
催
。
1
2
－
初
の
看

護
の
日
。
1
3
－
国
連
人
口
基
金
、
9
1

年
の
世
界
人
口
五
十
四
億
人
と
発
表
。

1
4
－
滋
賀
県
の
信
楽
高
原
鉄
道
で
列

車
衝
突
。
▽
横
綱
千
代
の
富
士
引
退
。

2
8
－
横
浜
市
都
市
計
画
審
議
会
、
高
速
横
浜
環

状
南
線
の
都
市
計
画
原
案
了
承
。
▽
横
浜
市
斎

場
整
備
検
討
委
員
会
発
足
、
座
長
に
猿
田
勝
美

神
奈
川
大
学
教
授
。
3
1
－
横
浜
市
広
報
企
画
審

議
会
、
「
横
浜
市
広
報
の
総
合
的
指
針
」
を
市

長
に
答
申
。
▽
横
浜
市
物
品
購
入
検
討
委
員
会
、

市
長
に
答
申
。
一
件
一
億
円
以
上
は
、
助
役
を

委
員
長
と
す
る
審
査
委
員
会
に

３
－
市
、
局
・
区
・
部
長
級
人
事
異
動
、
百
八

十
一
人
発
令
。
▽
市
、
水
道
未
給
水
世
帯
の
飲

用
井
戸
水
質
検
査
結
果
発
表
。
五
九
・
三
％
が

飲
用
不
適
。
７
－
国
有
財
産
関
東
地
方
審
議
会
、

中
区
新
港
町
の
国
有
地
一
万
四
千
平
方
メ
ー
ト

ル
（
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
）
、
市
有
地
と
交
換
決
定
。

1
0
上
一
年
度
「
市
長
へ
の
手
紙
」
三
千
二
百
四

十
三
通
、
五
千
五
百
四
十
八
件
。
一
位
保
育
行

政
。
1
1
－
市
教
育
委
員
会
、
「
在
日
外
国
人

（
主
と
し
て
韓
国
・
朝
鮮
人
）
に
か
か
わ
る
教

育
の
基
本
方
針
」
制
定
。
▽
市
、
二
年
度
末
下

水
道
普
及
率
八
九
％
と
発
表
。
前
年
比
四
％
増
。

1
3
‐
二
年
度
市
資
源
集
団
回
収
促
進
事
業
、
五

万
五
千
二
百
ｔ
で
前
年
比
二
万
五
千
七
百
ｔ
増
。

1
4
‐
市
、
簡
易
包
装
協
議
会
で
、
簡
易
包
装
推

進
協
力
店
制
度
導
入
等
二
施
策
提
案
。
1
5
－
市

長
、
全
米
市
長
会
出
席
等
で
訪
米
（
～
2
2
）
。

1
7
‐
道
志
村
ゴ
ル
フ
場
建
設
差
し
止
め
訴
訟
第 通

算
一
千
四
十
五
勝
。
1
5
－
安
倍
晋

太
郎
・
自
民
党
元
幹
事
長
死
去
（
6
7
）
。

▽
仏
首
相
に
ク
レ
ッ
ソ
ン
女
兎
。
2
1
1

イ
ン
ド
の
ラ
ジ
ブ
・
ガ
ン
ジ
ー
元
首

相
暗
殺
。
▽
俳
優
の
勝
新
太
郎
容
疑

者
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
・

大
麻
法
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
。
2
7
－

第
二
回
国
連
軍
縮
京
都
会
議
開
幕

（
～
3
0
）

３
－
長
崎
県
雲
仙
・
普
賢
岳
で
大
規

模
火
砕
流
発
生
。
死
者
・
不
明
三
十

七
人
。
４
－
政
府
、
雲
仙
・
普
賢
岳

の
噴
火
非
常
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

▽
中
国
の
故
毛
沢
東
主
席
夫
人
江
青

女
史
が
五
月
十
四
日
自
殺
と
米
タ
イ

ム
誌
報
道
。
新
華
社
も
確
認
。
５
‐

県
、
「
か
な
が
わ
国
際
政
策
推
進
プ

ラ
ン
」
発
表
。
６
－
厚
生
省
、
二
年

人
口
動
態
統
計
発
表
。
合
計
特
殊
出

生
率
一
・
五
七
か
ら
一
・
五
三
に
。

高
知
県
人
口
自
然
減
。
８
－
厚
生
省
、

元
年
国
民
医
療
費
概
況
発
表
。
総
額

十
九
兆
七
千
二
百
九
十
億
円
、
前
年

比
五
・
二
％
増
。
一
人
当
た
り
十
六

万
百
円
。
1
2
ｰ
臨
時
行
政
改
革
推
進

審
議
会
、
「
行
政
改
革
の
推
進
状
況

に
関
す
る
意
見
」
を
首
相
に
提
出
。

▽
ロ
シ
ア
共
和
国
大
統
領
に
、
エ
リ

ツ
ィ
ン
同
共
和
国
最
高
会
議
議
長
当

選
。
1
6
－
Ｉ
Ｏ
Ｃ
、
一
九
九
八
年
冬
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・
国
・
社
会



一
回
口
頭
弁
論
。
甲
府
地
裁
。
▽
市
・
道
路
公

団
、
東
名
高
速
道
路
と
国
道
２
４
６
号
を
連
結

す
る
「
横
浜
緑
イ
ン
タ
チ
ェ
ン
ジ
」
建
設
計
画

発
表
。
2
0
－
市
議
会
、
「
ヨ
コ
ハ
マ
議
会
だ
よ

り
」
創
刊
。
全
戸
配
布
。
指
定
都
市
で
は
最
後
。

2
1
－
港
北
区
小
机
に
地
域
中
核
総
合
病
院
、
横

浜
労
済
病
院
開
院
。
▽
市
長
、
国
連
本
部
で
デ

ク
ェ
ア
ル
事
務
総
長
と
会
談
。
ヒ
ー
ス
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
都
市
会
議
へ
の
出
席
依
頼
。
2
5
-
横

浜
市
公
文
書
公
開
審
査
会
、
市
教
育
委
員
会
決

定
を
覆
し
、
体
罰
報
告
書
の
公
開
答
申
。
2
6
－

横
浜
市
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
）
応
募
者
、

事
務
職
一
千
九
百
四
十
人
で
、
前
年
比
三
百
五

十
五
人
増
。
▽
第
四
十
九
代
全
国
市
議
会
議
長

会
会
長
に
鈴
木
正
之
横
浜
市
議
会
議
長
就
任
。

2
7
－
瀬
谷
区
初
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ゆ

う
あ
い
の
郷
」
オ
ー
プ
ン
。
▽
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

横
浜
工
場
に
「
キ
リ
ン
横
浜
ビ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
」

オ
ー
プ
ン
。
2
8
－
横
浜
市
市
庁
舎
整
備
審
議
会

第
一
回
会
合
。
会
長
に
上
野
豊
商
工
会
議
所
会

頭
。

１
－
市
内
会
議
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
に

「
市
内
観
光
・
文
化
施
設
入
場
割
引
制
度
」
ス

タ
ー
ト
。
４
‐
市
、
損
失
補
填
問
題
等
で
大
手

証
券
四
社
と
の
取
引
停
止
。
▽
市
大
調
査
検
討

特
別
委
員
会
、
制
度
改
善
策
の
報
告
。
一
億
円

季
五
輪
開
催
地
を
長
野
市
に
決
定
。

1
7
－
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
議
会
、
人

口
登
録
法
廃
止
。
デ
ク
ラ
ー
ク
大
統

領
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
終
結
宣

言
。
1
8
－
経
済
企
画
庁
、
一
～
三
月

期
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
、
年
率
一
一
・
二
％
と

発
表
。
年
率
二
桁
は
十
六
年
ぶ
り
。

2
0
1
東
北
・
上
越
新
幹
線
、
上
野
～

東
京
間
開
業
。
▽
自
民
党
旧
安
倍
派

会
長
に
三
塚
博
氏
。
2
1
－
臨
時
行
革

審
「
豊
か
な
く
ら
し
部
会
」
、
「
本

当
の
豊
か
さ
を
求
め
て
」
中
間
報
告
、

会
長
に
提
出
。
▽
秦
野
市
、
昭
和
六

十
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
、
固
定
資

産
税
九
千
百
六
十
四
万
円
取
４
過
ぎ
。

2
4
－
野
村
・
日
興
証
券
社
長
、
損
失

補
填
な
ど
不
祥
事
で
辞
任
。
▽
社
会

党
土
井
執
行
部
総
辞
職
。
2
5
－
第
八

次
選
挙
制
度
審
議
会
、
小
選
挙
区
比

例
代
表
並
立
性
の
区
割
案
答
申
。
3
0
－

文
部
省
、
平
成
四
年
小
学
校
社
会
科

全
教
科
書
に
「
日
の
丸
が
国
旗
・
君

が
代
が
国
歌
」
の
記
述

１
－
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
（
車
庫
法
）
改
正
。

都
二
十
三
区
、
大
阪
市
で
軽
自
動
車

の
車
庫
屈
出
義
務
付
け
。
▽
日
銀
、

公
定
歩
合
二
年
ぶ
り
に
〇
・
五
％
引

き
下
げ
。
五
・
五
％
に
。
▽
経
団
連
、

以
上
の
機
器
は
指
名
業
者
選
定
委
員
会
に
。
８
－

篠
崎
正
夫
横
浜
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
職

務
代
理
者
死
去
（
6
8
）
。
９
－
鶴
見
郵
便
局
の

出
張
所
と
し
て
ポ
ス
ト
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
開
設
。

高
速
道
路
内
の
郵
便
局
は
首
都
圏
初
。
1
0
－
金

沢
区
泥
亀
公
園
に
建
設
省
の
平
成
三
年
度
手
づ

く
り
郷
土
賞
の
認
定
証
。
▽
日
中
友
好
市
議
会

議
員
連
盟
に
、
全
議
員
加
盟
。
1
1
-
市
営
地
下

鉄
・
戸
塚
～
湘
南
台
延
長
事
業
の
地
元
説
明
会

開
始
（
～
1
6
）
。
1
4
－
五
大
都
市
佳
育
開
会
で
、

横
浜
市
男
子
・
女
子
共
に
総
合
優
勝
。
1
6
横

浜
商
工
会
議
所
商
業
調
整
協
議
会
、
「
横
浜
そ

ご
う
」
の
増
床
計
画
了
承
。
三
万
二
千
平
方
メ
ー

ト
ル
増
床
で
日
本
一
に
。
1
7
‐
横
浜
緑
イ
ン
タ

チ
ェ
ン
ジ
建
設
計
画
の
地
元
説
明
会
開
始
（
～

2
6
）
。
1
8
‐
市
、
平
成
二
年
度
一
般
会
計
決
算

（
見
込
み
）
概
要
発
表
。
実
質
収
支
三
十
二
億

九
千
六
百
万
円
の
黒
字
。
▽
「
鶴
見
中
央
ノ
ー

ポ
イ
モ
デ
ル
地
区
事
業
推
進
協
議
会
」
、
Ｊ
Ｒ

鶴
見
駅
東
口
に
一
缶
五
十
銭
の
ク
ー
ポ
ン
券
付

き
空
き
缶
回
収
機
「
く
う
か
ん
鳥
」
設
置
。
1
9
－

パ
ー
マ
ー
作
製
「
横
浜
築
港
設
計
・
見
積
書
」

（
明
治
2
1
年
）
、
運
輸
省
か
ら
市
に
寄
贈
。
2
0
－

弘
明
寺
商
店
街
、
売
上
の
消
費
者
還
元
に
カ
ー

ド
「
プ
ラ
ス
一
ぐ
み
ょ
う
寺
」
導
入
。
市
内
商

店
街
初
2
1
�
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

に
よ
る
、
障
害
者
年
記
念
基
金
十
億
円
達
成
記

念
事
業
開
催
。
2
2
－
市
、
来
年
度
国
家
予
算
編

成
要
望
、
四
十
四
件
決
定
。
▽
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
オ
ー
プ

ン
。
2
4
-
量
局
気
温
、
観
測
史
上
量
局
の
三
五
・

七
度
。
2
6
－
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
創
立
十
周
年
記
念
式
典

開
催
。
2
9
－
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
オ
ー
プ
ン
。

田
淵
節
也
副
会
長
（
野
村
証
券
会
長
）

を
、
経
団
連
史
上
初
の
解
任
。
４
－

臨
時
行
革
審
、
「
国
際
化
対
応
・
国

民
生
活
重
視
の
行
政
改
革
に
関
す
る

一
次
答
申
」
を
首
相
に
提
出
。
▽
米

価
審
議
会
、
三
年
産
米
の
生
産
者
米

価
〇
・
六
五
％
引
き
下
げ
。
六
〇
㎏

当
た
り
一
万
六
千
三
百
九
十
二
円
。

二
年
連
続
引
き
下
げ
。
８
－
大
蔵
省
、

大
手
証
券
四
社
の
営
業
自
粛
指
導
。

四
日
間
自
粛
。
▽
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
、
国
連
加
盟
申
請
。
▽
吉

田
工
業
の
吉
田
忠
雄
社
長
、
所
得
百

五
十
億
円
の
申
告
漏
れ
。
個
人
で
史

上
二
位
。
1
0
－
県
個
人
情
報
保
護
審

査
会
、
病
院
の
「
カ
ル
テ
不
開
示
妥

当
」
。
1
2
－
筑
波
大
学
五
十
嵐
一
助

教
授
殺
害
。
「
悪
魔
の
詩
」
日
本
版

訳
者
。
▽
ペ
ル
ー
で
日
本
人
技
術
者

三
人
射
殺
。
1
4
－
横
綱
天
乃
国
引
退
。

1
5
1
島
桂
次
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
、
国
会
の

虚
偽
答
弁
で
辞
意
表
明
。
1
6
‐
東
京
・

モ
ス
ク
ワ
友
好
都
市
提
携
調
印
式
。

▽
県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
に

「
働
く
女
性
の
た
め
の
セ
ク
・
ハ
ラ

相
談
窓
口
」
開
設
。
▽
米
比
両
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ク
ラ
ー
ク
空
軍
基
地

の
一
年
以
内
全
面
撤
収
合
意
。
2
3
－

社
会
党
委
員
長
選
挙
で
田
辺
誠
氏
当

選
。
得
票
率
五
六
％
は
同
選
挙
史
上

最
低
。
2
5
－
三
重
県
警
警
官
、
五
月

に
タ
イ
人
ホ
ス
テ
ス
を
元
暴
力
団
関

係
者
に
引
き
渡
す
事
件
発
覚
。
事
件

関
係
者
を
免
職
等
の
処
分
。
2
9
－
広

島
県
三
原
市
の
民
間
更
生
施
設
で
少

年
少
女
二
人
が
脱
水
死

＊印は日付不確定のため新聞発行日。資料は新聞各紙を参考にした。
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